
2004年出上の木簡

き
た

し
た

千
葉
・北
下
遺
跡

（
一
）

１
　
所
在
地
　
　
　
千
葉
県
市
川
市
国
分

一
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
二
年

（平
１４
）

一
一
月
１
二
〇
〇
三
年
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
⑪
千
葉
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
田
井
知
二

・
山
田
貴
久

５
　
遺
跡
の
種
類
　
迫退
物
包
蔵
地

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
１
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

北
下
遺
跡

（
こ

は
、
市
川
市
北
西
部
の
国
分
台
と
称
さ
れ
る
舌
状
台
地
の

東
側
縁
辺
に
隣
接
す
る
標
高
三
―
四
ｍ
の
低
地
に
立
地
し
て
い
る
。
本
遺
跡
か

ら
約
二
Ｏ
Ｏ
ｍ
西
側
の
国
分
台

地
上
に
は
下
総
国
分
寺
及
び
国

分
尼
寺
が
あ
り
、
小
谷
津
を
挟

ん
だ
さ
ら
に
西
側
の
国
府
台
台

地
上
に
は
、
下
総
国
府
の
所
在

が
推
定
さ
れ
て
い
る
。

北
下
遺
跡

（
こ

の
調
査
は
、

東
京
外
郭
環
状
道
路
建
設
に
伴

っ
て
実
施
さ
れ
た
。
確
認
調
査

を
行
な
っ
た
の
み
で
遺
跡
全
体
の
様
相
は
不
明
で
あ
る
が
、
調
査
区
北
西
隅
か

ら
瓦
窯
の
灰
原
の
一
部
と
思
わ
れ
る
瓦
の
集
積
が
検
出
さ
れ
た
。
瓦
は
、
国
分

寺
創
建
期
の
も
の
で
、
調
査
区
全
体
に
散
在
し
て
い
る
。
瓦
以
外
で
は
奈
良

・

平
安
時
代
の
土
師
器

・
須
恵
器

・
仄
釉
陶
器

・
墨
書
土
器
や
中
近
世
の
陶
磁
器

な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

木
簡
は
、
遺
物
包
含
層
に
含
ま
れ
て
い
た
も
の
で
、
明
確
な
遺
構
に
伴

っ
て

出
土
し
た
も
の
で
は
な
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①
　
。
「岡
田
日
日
日
日
日
回
」

。
「［日日日口日日日日
日日日日日日日‐‐］」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｐ中〇
〉〈〕〇
〉〈∞　　ＯＰＰ

ほ
ぼ
完
形
の
柾
目
材
で
あ
る
が
、
下
端
が

一
部
欠
損
し
て
い
る
。
墨
痕
は
表

裏
に
認
め
ら
れ
る
が
、

現
在
の
と
こ
ろ
判
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不
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で
あ
る
。
遺
構
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検
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れ
た
資
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で
な
い
た
め
、
年
代
も

明
確
で
は
な
い
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